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はじbに

釜無)IIは、国界橋から下流にかけて、「ミニ・グランドキャニオン」とよばれる峡谷になっている。この峡

谷の基盤を作っているのは、新第二系の火山岩や深成岩類である。これらの地層は、糸魚川―静岡構造線の

一部をなす断層群によって切られており、一部に破砕帯がみられる。その上には、第四系の地層が堆積 し、

いくつかの地形面を作っている。その中でも、自州町上教来石付近には、黒褐色の泥炭層が露出し、所々に

立木や流木がみられる。今回は、これらの各層が堆積した当時の古環境を知る目的で、珪藻分析、花粉分析、

ならびに樹種同定をそれぞれ行う。

1.試料採取地点の地質
今回分析を行う地点は国界橋よりも約500m下流の釜無川左岸の露頭である。この露頭は高さ約10mで、砂

礫層中に木材の包含層が 4層準狭在する。そこで、各包含層を上位よりI～Ⅳ層と命名した。この礫層は、

層位関係から教来石砂礫層 (信州研究グループ,1969)に相当すると考えられる。本層は、花商岩を主とす

る層理の発達が悪い砂礫層で、泥炭質砂層、泥炭層を伴い、泥炭層中からは、多くの植物化石が産出する(信

州研究グループ,1969)。 本層は、上部南佐久郡群 I・ IIの間の不整合期に形成されたと考えられており、中

部更新統に対比されている(八ヶ岳団体研究グループ,1988)。 年代値は、本層の下位にあたる南佐久層群中

部累層Ⅲ中の火山灰層 (0。 L.)の フィッショントラック年代値として、25万～27万年前後の値が得られて

いる (八ヶ岳団体研究グループ,1988)。

2.試 料

木材包含層 I～Ⅳより各 1′ミずつ計 4点の試料を採取し、珪藻分析・花粉分析用試料とした。また、木材

については、今回 I～Ⅳ層から採取された試料のほか、過去に教来石砂礫層から出土した木材を加え、計 9

点を同定する。樹種同定用試料の詳細については、樹種同定結果表に併せて記す。

3.方 法

(1)珪藻分析

試料を湿重で約 5g紆量し、過酸化水素水、塩酸の順に化学処理し、試料の泥化と有機物の分解・漂泊を

行う。自然沈降法で粘上分、傾斜法で砂分を除去した後、適当量計り取リカバーガラス上に滴下し乾燥させ

る。乾燥後、プリュウラックスで封入する。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍 でイ子い、メカニ

カルステージで任意の測線に沿って走査し、珪藻殻が半分以上残存するものを対象に、200個休以上同定・計

数する(珪藻化石の少ない試料はこの限りではない)。 種の同定は、K.Krammer and Lange― Bertalot(1986・

1988。 1991a・ 1991b)、 K.Krammer(1992)な どを用いる。同定結果は、産出種をアルファベ ッヽト順に並

べた一覧表で示す。堆積環境の解析にあたり、塩分濃度に対する適応性から産出種を海水生種、海水～汽水

生種、淡水生種に分類し、淡水生種については更に塩分・水素イオン濃度 (pH)。 流水に対する適応性に基

づいて生態区分する。そして、主要な分析群について、主要珪藻化石の層位分布図を作成する。図中の海水
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～淡水生種の比率と各種産出率は全体基数、淡水生態の生態性の比率は淡水生種の合計を基数とした相対頻

度で産出する。堆積環境の分析に当たっては、安藤 (1990)、 伊藤・堀内 (1991)の環境指標種などを参考と

する。

(動 花粉分析

試料約 5gについて、水酸化カリウムによる泥化、舗別、重液 (臭化亜鉛 :比重2.2)に よる有機物の分

離、フッ化水素酸による鉱物質の除去、アセトリシス処理の順に物理・化学的処理を施し、花粉化石を濃集

する。残澄をグリセリンで封入してプレパラー トを作製し、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を操作し、出

現する全ての種類について同定・計数する。

結果は、木本花粉は木本花粉総数、花本花粉・シダ類胞子は総花粉・胞子数から不明花粉を除いたものを

基数とした百分率で出現率を産出し図示する。図表中で複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の

区別が困難なものである。

●)樹種同定

剃刀の刃を用いて、試料の木口 (横断面)・ 柾目 (放射断面)。 板目 (接線断面)の 3断面の徒手切片を作

製する。切片は、ガム・クロラール (抱水クロラール・アラビアゴム粉末・グリセリン・蒸留水の混合液)

で封入し、プレパラー トする。プレパラー トは、生物顕微鏡で透過光による木材組織の観察を行い、その特

徴から種類を同定する。

4.結 果

(1)珪藻化石

結果を表 1、 図 1に示す。珪藻化石は、 I層から少ないながらも産出するが、それ以外の地層は無化石で

ある。 I層の完形殻の出現率は約70%と 高い。産出種は全て淡水生種から構成され、産出分類群数は 5属 7

種類と少ない。淡水生種の生態性 (塩分、水素イオン濃度、流水に対する適応度合い)の特徴は、貧塩不定

性で好アルカリ性種のR力ψαカカα%οうα2-z切励%腸ιが約70%と 優占することである。これに次いで、好アル

カリ性種で好止水生性のの幼♭房物 σλ紡力が約20%産出する。

(2)花粉化石

結果を表 2、 図 2に示す。花粉化石は、いずれの試料からも産出するが、保存状態はよくない。草本花粉

はほとんどみられず、木本花粉が産出する。下位では、モミ属、ツガ属、 トウヒ属、マツ属などの針葉樹が

多産するが、上位へいくにつれてこれらは少なくなり、ハンノキ属、ブナ属、コナラ亜属が増加する。

●)樹種同定

同定結果を表 3に示す。Ⅲ層とⅣ層から出上した木材化石

の中には、保存状態が悪 く切片を作製することができなかっ

た試料が各 1′点ある。その他の試料は全て針葉樹で、 3種類

(ト ウヒ属 。モミ属・ヒノキ科)が同定された。解剖学的特

徴などを以下に記す。

・ トウヒ属 働 切 ψ)  マツ科

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部は広い。垂

直樹脂道および水平樹脂道が認められる。放射組織は仮道管

と柔細胞、エピセリウム細胞よりなり、柔細胞壁は滑らかで、

表 3 樹種同定結果

試料名 樹種

I層 針葉樹

II層 モミ属

Ⅲ層 モミ属

不明

IV層 モミ属

不明

白州町役場展示埋没樹 トウヒ属

白州町郷土資料館所蔵品 トウヒ属

小淵沢町郷土資料館所蔵樹根化石 トウヒ属
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じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔はトウヒ型で 3科～ 6個。放射組織は単列、 1～ 20細胞高。
。モミ属 (4う泳 ψ)  マツ科

早材部から晩材部への移行は比較的緩やか。放射組織は柔細胞のみで構成され、放射柔細胞の壁は粗 く、

じゅず状末端壁が認められる。分野壁孔はスギ型で 1～ 4個。放射組織は単列、 1～ 20細胞高。

・針葉樹

早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の幅は比較的広い。晩材部に限って樹脂細胞が認められる。

放射組織は柔細胞のみで構成される。分野壁孔は保存が良好でないために観察できない。放射組織は単列、

1～ 15細胞高。

以上の特徴から、スギ科の可能性があるが、特定には至らなかった。

5.考 察
珪藻化石が産出した I層 は、R力ψα乃力α ηοうαι‐zια力筋協ιが優占することを特徴とする。本種は、p H7.0

以上のアルカリ性水域に最も良く生育し、川のような流水にも池のような止水にも生育する種である。また

比較的多くみられるの %うιtt θλ紘ルは、どちらかといえば止水域に一般的な種で水の流動の少ない池などに

良く見られる種である。これらの珪藻化石が生育するような環境は、比較的穏やかな流水～止水のような環

境であると推定される。一方、 I層の層相は砂礫層であり、大型の木材遺体を含むことから、堆積時の流速

は速かったものと推定される。このようなことから、これらの堆積物は二次的にもたらされた可能性が高く、

周辺の環境を反映していると考えられる。一方、これよりも下部のH層～Ⅳ層では無化石であった。この原

因としては、堆積速度が速く、珪藻化石が取り込まれにくかったことなどが考えられるが、はっきりしない。

花粉分析結果をみると、下位から上位にかけて、針葉樹が夕い組成から広葉樹が混じる組成へと変化する。

針葉樹が減少し、ハンノキやブナ属・ヨナラ亜属などが増える傾向は、氷期の寒冷期から温暖期への移イ子期

に、しばしばみられる変化である。大阪湾のボーリングでは、更新世の試料が連続して採取されているが、

このような変化が何度か繰り返されている(Furutani,1989)。 これより、中期更新世の間に寒暖が繰 り返さ

れていたことが示唆され、本結果もそのうち一つに当てはまると考えられる。

なお、これまで行われた教来石砂礫層から検出された植物遺体として、 トウヒ属、ホウノキ、ブナなどが

報告されている(信州研究グループ,1969)。 また、チョウセンゴヨウの種子や、モミ属の立木も報告されて

いる(八 ヶ岳団体研究グループ,1988)。 今回 I～Ⅳ層で検出された材はモミ属であり、過去に出上した木材

の同定結果についてはトウヒ属である。これらは、いずれもこれまでに報告されている種類である。

教来石砂礫層の植物化石は、多きく2つに分けることができる。一つはトウヒ属の材や球果が隻産する層

であり、もう一つはモミ属の材が多産し、広葉樹花粉を伴う層である。本層に関する植物遺体群集の変遷に

ついては、詳細な地質図の作成と、多くの大型植物化石・微化石を対象とした植物化石同定を行う必要があ

る。現時点で、今回行った I～Ⅳ層の環境変遷や、化石出土地点の標高などから推測すると、 トウヒ属やチ
ョウセンゴヨウなどの針葉樹が主な森林から、針葉樹と広葉樹が混交する植生へと変化していることが伺わ

/Lる。

教来石砂礫層は、上部南佐久層群の Iと Hの不整合期に対比されている。上部南佐久累層には、川上湖成

層や日野春砂礫層などがあり、多くの植物遺体が産出する(伊藤ほか,1988)。 これらを総括した結果によれ

ば、上部南佐久層群の時期は、冷温帯上部にほぼ相当する比較的冷涼な気候であったと推定されているが、

教来石砂礫層の堆積する不整合期は、標高の低いところから針葉樹の植物遺体が多産することから、特に寒
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表2 花粉分析結果

IVⅡI類種 試料香号

樺 赫

モミ属

ツだ晨

カラマツ属

トウと属

マツ属

スギ属

イチイ科―イヌがヤ科―ヒノキ科

ヒノキ科

サワグルミ属

クルミ属

ハシバミ属

カバノキ属

ハンノキ属

ブナ属

コナラ1属コナラ亜属
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キハダ属
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冷な気候が推定されている (伊藤ほか,1988)。

このように、教来石砂礫層は、氷期の寒冷期前後の植生を反映していることになる。この寒冷期について

は、テフラなどの層位学的な検討結果により、大坂平野に分布する海成粘土層のMa10と Mallと の間にあた

る寒冷期に相当すると考えられている (熊井,1994)。

今回、教来石砂礫層から検出された樹木や微化石によって、当時の環境推定を試みた。しかし、詳細な検

討を行うには、まず本地域の詳細な地質図の作成を行い、それに基づいた各種植物化石の分析・同定を行っ

ていくことが必要であろう。
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図版 1 珪藻化石
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図版 2 花粉化石
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図版 3 木材化石
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